
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．調査対象 

   当金庫営業エリア内の取引先中小企業 120 社 

2．調査時期・期間 

   調査時期：2023 年 9 月 1 日～7 日 

   調査期間：今 期 実 績  2023 年 7 月～9 月 

来期見通し 2023 年 10 月～12 月 

3．調査方法 

   当金庫職員による訪問聞き取り調査 

4．分析方法 

   ＤＩを中心に分析 

5．特別調査 

   「中小企業の将来を見据えた事業承継について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 種 企 業 数 回 答 数 回 答 率 

製 造 業 28 27 96.4％ 

卸 売 業 15 15 100.0％ 

小 売 業 17 17 100.0％ 

サ ー ビ ス 業 27 26 96.3％ 

建 設 業 23 23 100.0％ 

不 動 産 業 10 10 100.0％ 

合 計 120 118 98.3％ 

業 種 前 期 
今期実績 来期見通し 

良い 悪い ＤＩ 良い 悪い ＤＩ 

総 合 ▲13.3 19.4 25.4 ▲6.0 23.7 22.0 1.7 

製 造 業 ▲25.0 11.1 48.1 ▲37.0 22.2 40.7 ▲18.5 

卸 売 業 0.0 20.0 0.0 20.0 26.6 0.0 26.6 

小 売 業 ▲5.9 17.6 29.4 ▲11.8 11.7 17.6 ▲5.9 

サービス業 ▲11.1 30.7 15.3 15.4 34.6 23.0 11.6 

建 設 業 ▲13.0 21.7 26.0 ▲4.3 21.7 21.7 0.0 

不動産業 ▲20.0 10.0 20.0 ▲10.0 20.0 10.0 10.0 

業 種 前 期 今 期 見 通 し 

総 合    

製 造 業    

卸 売 業 
   

小 売 業 
   

サービス業 
   

建 設 業 
   

不動産業 
   

31 以上 11～30 10～▲10 ▲11～▲30 ▲31 以上 
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■ 調 査 要 領 ■ ■ 調査対象と回答状況 ■ 

 

※ ＤＩ（Diffusion Index）とは 
 

各質問事項で「良い（増加）」とした企業割合－「悪い（減少）」とした企業割合の構成比との差（判断 DI）による分析です。例えば、

回答が以下のような場合の DI の算出方法は、次のとおりです。 

（例）「良い・やや良い」の回答が 50％、「変わらず」の回答が 30％、「悪い・やや悪い」の回答が 20％の場合 

 DI は 50｢良い・やや良い｣－20｢悪い・やや悪い｣ ＝ ＋30 となります。DI 値が高いほど景気が良いことを示しています。 

業 況 判 断 ＤＩ 業 種 別 景 気 天 気 図  

※本レポートは、標記時点における情報提供を目的としています。また、掲載資料は、

正確性・完全性を保証するものではございません。 

※回答数：国中地区 69 社、東部地区 31 社、相模原周辺地区 18 社 



概 況 

＜業況・売上・収益＞ 

 

 

 

 

 

 

 

■ 業況・売上・収益ＤＩの時系列推移 ■ 

 22.7～9 22.10～12 23.1～3 23.4～6 23.7～9 23.10～12 見通し 

業 況 Ｄ Ｉ ▲7.9 0.0 ▲12.0 ▲13.3 ▲6.0 1.7 

売 上 Ｄ Ｉ 11.4 17.9 ▲16.5 10.0 6.8 11.0 

収 益 Ｄ Ｉ ▲5.3 7.7 ▲26.7 ▲0.8 3.4 5.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期（7～9 月、以下同じ。）のＤＩをみると、業況ＤＩは前期（4～6 月、以下同じ。）▲13.3 から▲6.0 と、

7.3 ポイント改善（前年同期比 1.9 ポイント改善）しました。売上ＤＩは同 10.0 から 6.8 と、3.2 ポイント悪化（同

比 4.6 ポイント悪化）、収益ＤＩは同▲0.8 から 3.4 と、4.2 ポイント改善（同比 8.7 ポイント改善）しました。 

全業種総合の来期見通し（10～12 月、以下同じ。）をみると、業況ＤＩは今期▲6.0 から 1.7 と、今期実績比

7.7 ポイント改善の見通しとなりました。売上ＤＩは同 6.8 から 11.0 と、同比 4.2 ポイントの改善、収益ＤＩは同 3.4

から 5.9 と同比 2.5 ポイント改善の見通しとなりました。 
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＜資金繰り＞ 

 

 

 

■ 資金繰りＤＩの時系列推移 ■ 

 22.7～9 22.10～12 23.1～3 23.4～6 23.7～9 23.10～12 見通し 

資 金 繰 り Ｄ Ｉ ▲3.5 ▲10.3 ▲9.5 ▲11.6 ▲8.5 ▲8.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜設備投資・借入動向＞ 

 

 

 

 

 

■ 設備投資・借入実施同行の時系列推移 ■ 

 22.7～9 22.10～12 23.1～3 23.4～6 23.7～9 23.10～12 見通し 

設備投資実施割合 35.9％ 47.8％ 50.0％ 50.0％ 45.7% 39.8％ 

借 入 実 施 割 合 23.6％ 33.3％ 28.4％ 29.1％ 28.8％ 31.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の資金繰りＤＩは前期▲11.6 から▲8.5 と、3.1 ポイント改善（前年同期比 5.0 ポイント悪化）しました。 

また、来期は▲8.5 と、今期実績比横這いの見通しとなりました。 
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（ＤＩ） 

今期の不動産業を除いた設備投資実施企業割合は、前期 50.0％から 45.7％と、前期比 4.3 ポイント低下しました

（前年同期比 9.8 ポイント上昇）。また、来期は 39.8％と、今期実績比 5.9 ポイントの低下が見込まれます。 

全業種総合の借入実施企業割合は、前期 29.1％から 28.8％と、前期比 0.3 ポイント低下（前年同期比 5.2 ポ

イント上昇）しました。また、来期は 31.3％と、今期実績比 2.5 ポイントの上昇が見込まれます。 
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（単位：％） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 3.8 ▲25.0 ▲37.0 ▲18.5 

売 上 26.9 7.2 ▲7.4 22.2 

収 益 0.0 ▲7.2 0.0 18.5 

資 金 繰 り 7.7 ▲25.0 ▲11.1 ▲18.5 
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製 造 業 
【今期】 

前期比で、業況ＤＩと売上ＤＩが悪化、収益ＤＩと資

金繰りＤＩが改善しました。前年同期比では、収益ＤＩ

を除いて悪化し、特に業況ＤＩが 40.8 ポイントと大きく

悪化しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、資金繰りＤＩを除いて改善の見通しとな

りました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○取引先の在庫調整や新型コロナウイルス等の影響により、売上・受注ともに減少傾向にある。（精密機械） 

○原材料価格の上昇が続いており、今後も厳しい環境が見込まれる。（菓子） 

○コンサルティングを導入しており、収益改善および利益確保を目指している。（精密板金加工部品） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 ▲33.4 0.0 20.0 26.6 

売 上 ▲20.0 20.0 26.7 46.7 

収 益 ▲13.3 26.7 26.7 26.7 

資 金 繰 り ▲13.4 ▲6.7 ▲20.0 ▲20.0 
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卸 売 業 
【今期】 

前期比で、業況ＤＩと売上ＤＩが改善、収益ＤＩが横

這い、資金繰りＤＩが悪化しました。前年同期比では、

資金繰りＤＩが悪化した一方、他のＤＩは 40 ポイント

以上改善しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、業況ＤＩと売上ＤＩが改善、収益Ｄ

Ｉと資金繰りＤＩは横這いの見通しとなりました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○若手の人材確保に苦慮している。（食料品） 

○今後を見据えた取組みとして、現在後継者の教育に注力している。（生活雑貨） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 ▲7.2 ▲5.9 ▲11.8 ▲5.9 

売 上 ▲7.2 0.0 17.6 11.8 

収 益 ▲14.3 ▲11.8 5.9 0.0 

資 金 繰 り ▲14.2 0.0 ▲5.9 ▲11.8 
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業況 売上 収益 資金繰り

小 売 業 
【今期】 

前期比で、業況ＤＩと資金繰りＤＩが悪化、売上ＤＩ

と収益ＤＩが改善しました。前年同期比では、業況ＤＩ

を除いて改善しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、業況ＤＩを除いて悪化の見通しとなりま

した。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） 

【調査員のコメント】 

○EV 車の取扱いのため、充電設備等の設備投資を検討している。（自動車） 

○値上げ交渉が成功し、利益が回復傾向にある。（仕出弁当） 
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■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 ▲12.0 ▲11.1 15.4 11.6 

売 上 24.0 25.9 15.7 ▲3.9 

収 益 20.0 22.2 15.4 ▲7.7 

資 金 繰 り ▲12.0 ▲7.4 ▲7.7 0.0 
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業況 売上 収益 資金繰り

サービス業 
【今期】 

前期比で、業況ＤＩを除いて悪化しました。前年同期比

では、業況ＤＩと資金繰りＤＩが改善、売上ＤＩと収

益ＤＩが悪化しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、資金繰りＤＩを除いて悪化の見通しとな

りました。 

34.6 

53.8 

57.7 

0 20 40 60 80 100

販路拡大

経費の節減

人材の確保

■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） 

【調査員のコメント】 

○人材の確保と同時に、技術力向上のための教育にも重点を置いている。（システム開発） 

○前年と比較して売上・収益ともに増加傾向であるが、費用の増加が懸念されることから、経費節減が今後の課

題となる。（一般貨物運送） 
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■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 ▲4.1 ▲13.0 ▲4.3 0.0 

売 上 20.9 0.0 8.7 ▲21.7 

収 益 ▲16.7 ▲21.7 ▲4.4 ▲13.1 

資 金 繰 り 4.1 ▲8.6 0.0 0.0 
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業況 売上 収益 資金繰り

建 設 業 
【今期】 

前期比で、すべてのＤＩが改善しました。一方、前年同

期比では、資金繰り収益ＤＩを除いて悪化しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、業況ＤＩが改善、売上ＤＩと収益ＤＩ

が悪化、資金繰りＤＩが横這いの見通しとなりました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○営業力の強化により受注は安定しているが、手持工事を効率よく消化するための人材確保が必要となる。 

（舗装工事） 

○人手不足の解消と販路拡大が急務であり、ホームページの活用を検討している。（総合工事） 



 

 

 

■ 主要ＤＩの推移 ■ 

 前年同期 前期 今期 来期 

業 況 0.0 ▲20.0 ▲10.0 10.0 

売 上 ▲10.0 0.0 ▲30.0 40.0 

収 益 ▲30.0 ▲20.0 ▲40.0 30.0 

資 金 繰 り 0.0 ▲20.0 ▲10.0 0.0 
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業況 売上 収益 資金繰り

不動産業 
【今期】 

前期比で、業況ＤＩと資金繰りＤＩが改善、売上ＤＩ

と収益ＤＩが悪化しました。前年同期比では、すべての

ＤＩが悪化しました。 

 

【来期】 

今期実績比で、すべてのＤＩが改善の見通しとなりまし

た。特に、売上ＤＩと収益ＤＩがともに70.0ポイントと大

きく改善の見通しとなりました。 
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■ 経営上の問題点 ■ ■ 当面の重点経営施策 ■ 

（単位：％） （単位：％） 

【調査員のコメント】 

○工事費用の増加に伴い、収益確保のために価格転嫁を行っている。（不動産売買・仲介） 

○今後は早期売却が可能な商品物件の選定と、そのための人材教育に重点を置いていく。（不動産売買・仲介） 



＜地区別ＤＩの状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【 山梨県国中地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 東部富士五湖地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 相模原周辺地区ＤＩの推移 】 
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業況 売上 収益
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業況 売上 収益

 山梨県国中地区では、前期比および前年同期比で、すべてのＤＩが改善しました。一方、東部富士五湖地区では、前

期比および前年同期比で、すべてのＤＩが悪化しました。相模原周辺地区では、前期比で業況ＤＩが改善、売上ＤＩ

が横這い、収益ＤＩが悪化し、前年同期比では業況ＤＩが横這い、売上ＤＩと収益ＤＩが悪化しました。 

 来期見通しについては、山梨県国中地区と東部富士五湖地区で、すべてのＤＩが今期実績比で改善の見通しとなりま

した。相模原周辺地区では、同比で業況ＤＩが悪化、売上ＤＩと収益ＤＩが改善の見通しとなりました。 



<業況ＤＩの５年間の推移> 

 

【 総合ＤＩの推移 】 

 

 

【 山梨県国中地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 東部富士五湖地区ＤＩの推移 】 

 

 

【 相模原周辺地区ＤＩの推移 】 
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特別調査 

中小企業の将来を見据えた事業承継について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 貴社の社長（代表者）の年齢階層はいずれに属しますか。また、貴社の後継者問題について

最も当てはまるものを 1 つ選んでお答えください。（回答企業：118 社） 
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【社長の年齢階層】
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（単位：％） （単位：％） 

（単位：％） （単位：％） 

⚫ 社長の年齢階層について、「60 歳代」と回答した企業が 28.0％と最も多く、次いで「50 歳代」が 27.1％、「70

歳代以上」が 21.2％となりました。 

⚫ 『50 歳未満』（「20 歳代、30 歳代」と「40 歳代」の合計）は全体の 23.7％となりました。 

⚫ 後継者について、「まだ考えていない」と回答した企業が 34.7％と最も多く、次いで「後継者はすでに決まっている」

が 31.4％、「後継者はいるが、まだ決まっていない」が 21.2％となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 貴社では事業承継を行おうとする際に、どのようなことが問題になると考えられますか。 

（複数回答）（回答企業：118 社） 

問２ 貴社の現時点における事業承継の考え方について最も当てはまるものを 1 つ選んでお答えください。 

（回答企業：118 社） 
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【事業承継を行う際の問題点】
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【事業承継の考え方】

（単位：％） 

（単位：％） 

⚫ 事業承継の考え方について、「子供（婿養子などを含む）に承継」と回答した企業が 45.8％と最も多く、次いで

「現時点で考えるつもりはない」が 26.3％となりました。 

⚫ その他の回答では、「その他の同族者（兄弟、親戚など）に承継」が 8.5％、「非同族の役員、従業員に承継」

が 6.8％、「M&A（第三者への事業譲渡）等」が 5.1％となりました。 

⚫ 事業承継を行う際の問題点について、「事業の将来性」と回答した企業が 53.4％と最も多く、次いで「取引先と

の信頼関係の維持」が 35.6％、「後継者の力量」が 33.9％となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 近年、中小企業における M&A（第三者への事業譲渡）が話題になっていますが、M&A につい

てどのような認識を持っていますか。（複数回答）（回答企業：118 社） 

問４ 中小企業が円滑に事業承継を進めていく上で、信用金庫には何を期待しますか。信用金庫に

対して期待していること、もしくは今後期待したいことについてお答えください。 

（回答企業：118 社） 
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【事業承継を進める上で信用金庫に期待すること】
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（単位：％）

（単位：％） 

⚫ 事業承継を進める上で信用金庫に期待することについて、「自社の問題であるため自社で解決」、「早期の事業

承継の準備への助言等」、「個別相談」がそれぞれ 14.4％となりました。また、「特にない」と回答した企業が

24.6％と最も多い結果となりました。 

⚫ M&A に対する認識について、「従業員の雇用を維持できる」と回答した企業が 35.6％と最も多く、次いで「事業

を最適な先に譲渡できる」が 29.7％、「事業拡大戦略の１つである」が 24.6％となりました。 

⚫ 比較的ポジティブなイメージの回答が多い結果となりました。 



★地域のイベント情報 

 

甲府大好き祭り（開催日：11 月 4 日） 

⇒甲府市の市制施行 100 周年を記念して始められたお祭りで、「甲府大好き音頭」や「ビート to ビート」の他、工作体

験やグルメ屋台など、様々な催しが行われる。 

会場：小瀬スポーツ公園  アクセス：中央自動車道 甲府南 IC より車で 10 分  

 

城山湖ヒルクライムアタックめたつご山ステージ（開催日：11 月 12 日） 

⇒全長２キロ、最大勾配 10％のコースを自転車（ロードバイクやマウンテンバイク）で走り、タイムを競う。個人または

チーム（2～5 名）でエントリー可能。 

会場：城山湖周辺  アクセス： 圏央道 相模原 IC より車で 15 分 

 

つる湧水の里ランフェス（開催日：11 月 19 日） 

⇒アップダウンの多い面白いコース設定となっており、仮装ランナーも多く出場する。（仮装ランナー賞の特別表彰あり）

大会ゲストには佐野夢加さん（ロンドン五輪出場）や猫ひろしさん（お笑い芸人 リオ五輪出場）が登場予定。 

会場：道の駅つる  アクセス： 中央自動車道 都留 IC より車で 10 分 

 

このたびの中小企業景気動向調査については、お忙しい中、ご協力を賜り誠にありがとうございました。 

今期のＤＩ調査では、総合で売上ＤＩを除いてすべてのＤＩが前期（4 月～6 月）比で改善しました。

業種別では、建設業ですべてのＤＩが同比で改善した一方、サービス業では業況ＤＩを除いて悪化するな

ど、業種ごとにばらつきが見られました。前年同期比では、総合で業況ＤＩと収益ＤＩが改善、売上ＤＩと資

金繰りＤＩが悪化しました。 

来期については、資金繰りＤＩを除いて前期比で改善の見通しとなりました。 

特別調査では、「中小企業の将来を見据えた事業承継について」と題し調査しました。事業承継の考え方

については、調査対象企業の約 54％が「子供や親族への承継」、約 7％が「非同族の人材への承継」、約

5%が「M&A 等」と回答した一方、約 26％は「まだ考えるつもりはない」と回答しました。また、事業承継を行う

際の問題については、事業の将来性や取引先との信頼関係、後継者の力量など、その後の事業継続にかかわ

る項目に多くの回答が集まりました。 

当金庫では、お客さまの資金繰り支援はもとより、本業支援にも積極的に取り組んでおります。事業承継を

含めた、経営に関する様々な相談を受け付けており、外部専門機関との連携等を通じた情報提供や課題解

決に注力しております。ぜひ、お近くの営業店や担当者までご相談ください。 

編集後記 


